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失意の有無は､2017年時点で宮崎氏77歳､庵野氏57歳という年齢差20歳の世代の差が生んだ
クリエイターとしての今後のモチベーションや作品構想への意欲等の度合いを受けて作品内部
に表出した結果でもあると推測できる。
終りに、私は映画という文化の今後の永続的な繁栄とさらに増え続ける映画ファンの幸福を心
から祈っている。日本映画のみならず海外発の映画にも言語の壁を超えて伝わってくる心情や感
動が込められた映画が多数存在する。小説や漫画、ドラマやテレビアニメ等で活躍する数多くの
クリエイターが作品を通して互いに影響し合い時には美しい共鳴のように、時には激しい衝突の
ように関わり合いぶつかり合いながら映画に限らず全ての物語が原点回帰と新境地を見出して
いくことを繰り返すことも望んでいる。私もまたクリエイターに成りたいし、そのような巨大な
文脈の中で生きていきたい。その夢が叶わずとも、映画の世界に寄り添ったどこかで人生を送り
たい。個人的願望になったが、この論は大衆映画文化の活性化を目的とする『シン・ゴジラ』を
主軸とした文脈分析である。今後の推測の余白はまだ残っており、はっきりと語られること以外
は沈黙する選択以外は残っていない。
地方と東京の創生に向けて
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